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  ３３．．環環境境像像  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～私私たたちちがが目目指指すす奈奈良良県県のの姿姿～～ 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～私私たたちちがが目目指指すす奈奈良良県県のの姿姿～～  

  

  

澄澄んんだだ空空にに、、雄雄大大なな山山並並みみとと手手入入れれのの行行きき届届いいたた森森林林のの緑緑がが映映ええまますす。。山山間間部部のの自自

然然はは、、ききれれいいなな空空気気ををつつくくりり出出しし、、山山々々にに蓄蓄ええらられれたた水水はは、、川川かからら海海へへとと、、清清ららかかでで豊豊かかなな

水水流流ととななっってて、、人人々々をを潤潤しし、、ささままざざままなな生生物物をを育育んんででいいまますす。。  

  

大大和和青青垣垣やや大大和和三三山山ななどどのの山山々々はは、、里里山山・・田田園園風風景景とと相相ままっってて、、都都市市のの遠遠景景ととななりり、、世世

界界遺遺産産やや国国宝宝ななどどのの歴歴史史的的建建造造物物のの背背景景ととななっってて、、ままほほろろばばのの国国ににふふささわわししいい麗麗ししいいたた

たたずずままいいをを形形づづくくっってていいまますす。。  

    

ままちちななかかはは、、花花とと緑緑ににああふふれれ、、歴歴史史的的風風土土とと調調和和ののととれれたた美美ししいい都都市市景景観観とと沿沿道道景景観観

にに、、住住むむ人人、、訪訪れれるる人人がが和和ららぎぎをを感感じじまますす。。  

  

パパリリ協協定定がが目目標標ととすするる温温室室効効果果ガガスス排排出出実実質質ゼゼロロにに向向けけてて、、本本県県のの豊豊かかなな「「森森林林資資源源」」

やや「「自自然然エエネネルルギギーー」」をを最最大大限限活活用用ししななががらら、、「「創創エエネネ」」「「蓄蓄エエネネ」」「「省省エエネネ」」のの取取組組がが相相乗乗

的的にに図図らられれ、、持持続続可可能能なな脱脱炭炭素素社社会会のの仕仕組組みみのの構構築築がが進進んんででいいまますす。。  

  

人人々々はは、、地地球球環環境境にに配配慮慮すするる知知恵恵やや行行動動力力ににああふふれれ、、ここれれかかららのの時時代代にに求求めめらられれるる

「「ききれれいいにに暮暮ららすす」」ススタタイイルルをを追追求求、、共共有有ししななががらら、、主主体体的的かかつつ積積極極的的にに本本計計画画がが掲掲げげるる

基基本本理理念念のの実実現現にに向向けけてて取取りり組組みみ、、多多様様なな主主体体がが連連携携・・協協働働すするる““オオーールル奈奈良良””にによよっってて

全全県県的的なな実実践践活活動動へへとと広広ががっってていいまますす。。 
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第第３３編編  基基本本理理念念とと施施策策体体系系（（８８本本柱柱））  

 

１１．．基基本本理理念念  

 

奈奈良良ななららででははのの「「豊豊かかなな自自然然とと歴歴史史ととのの共共生生、、美美ししいい景景観観とと持持続続可可能能ななくくららししのの創創生生」」をを目目標標にに、、

「「奈奈良良新新『『都都』』づづくくりり戦戦略略 22002200」」（（令令和和２２（（22002200））年年２２月月策策定定））をを旗旗印印ととししてて、、自自然然・・景景観観・・生生活活環環境境ななどど環環

境境分分野野にに係係るる施施策策をを総総合合的的にに展展開開ささせせるるここととにによよりり、、愛愛着着とと誇誇りりのの持持ててるる「「ききれれいいにに暮暮ららすす奈奈良良県県ススタタ

イイルル」」のの構構築築・・定定着着をを目目指指ししまますす。。  

ままたた、、本本計計画画でではは、、22005500 年年ままででにに二二酸酸化化炭炭素素等等のの温温室室効効果果ガガスス排排出出実実質質ゼゼロロににすするる脱脱炭炭素素社社会会

のの構構築築をを目目指指ししまますす。。  

 

 

２２．．計計画画のの対対象象  

 

本本計計画画でではは、、大大気気、、水水、、騒騒音音、、廃廃棄棄物物ななどどのの「「生生活活環環境境」」、、森森林林、、河河川川やや生生物物多多様様性性ななどどのの「「自自

然然環環境境」」、、身身近近なな緑緑ややままちちななみみななどどのの「「快快適適環環境境」」ののほほかか、、ここれれららとと相相互互にに関関連連すするる「「地地域域環環境境」」やや

「「地地球球環環境境」」をを対対象象ととししまますす。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

生生活活環環境境 
大気、水、騒音・振動、 

土壌、廃棄物等 

自自然然環環境境 
森林、河川、湖沼、 

生物多様性等 

快快適適環環境境 
緑、水辺、 

まちなみ・沿道景観等 

地地球球環環境境 
温室効果ガス排出抑制 

省エネ、節電 

再生可能エネルギー等 

地地域域環環境境 
歴史的景観 

眺望景観 

自然景観等 
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ⅤⅤ  循循環環型型社社会会のの構構築築 

「「ももののをを大大切切ににすするる」」意意識識ををささららにに醸醸成成ししななががらら、、廃廃棄棄物物対対策策のの取取組組をを通通ししてて、、天天然然資資源源のの消消費費

がが抑抑制制さされれ、、環環境境へへのの負負荷荷がが低低減減さされれるる循循環環型型社社会会のの構構築築をを目目指指ししまますす。。ままたた、、ごごみみをを減減ららすすこことと

はは、、地地域域のの生生活活環環境境だだけけででななくく、、景景観観やや地地球球温温暖暖化化対対策策、、生生物物多多様様性性のの保保全全ななどど様様々々なな環環境境課課

題題にに貢貢献献ででききるるももののでであありり、、「「ききれれいいにに暮暮ららすす奈奈良良県県ススタタイイルル」」構構築築ののベベーーススととななるるここととかからら、、県県民民一一

人人ひひととりりがが日日々々のの暮暮ららししのの中中でで、、資資源源ややエエネネルルギギーーをを大大切切ににすするる「「環環境境にに配配慮慮ししたたラライイフフススタタイイルル」」

のの促促進進をを図図りりまますす。。    

重重点点的的なな取取組組ととししてて、、県県とと市市町町村村がが連連携携ししてて推推進進ししててききたた奈奈良良モモデデルルにによよるる「「ごごみみ処処理理のの広広域域化化」」

ののほほかか、、食食品品ロロスス削削減減へへのの対対応応ややププララススチチッッククごごみみのの削削減減をを図図りりまますす。。  

ⅥⅥ  安安全全なな生生活活環環境境のの確確保保  

心心身身ととももにに健健康康でで、、快快適適・・安安全全・・安安心心なな暮暮ららししががででききるるよようう、、私私たたちちのの身身のの回回りりをを取取りり巻巻くく生生活活環環境境

（（大大気気、、土土壌壌、、騒騒音音、、土土地地改改変変ななどど））をを保保全全すするるたためめのの対対策策をを講講じじまますす。。ままたた、、有有害害なな化化学学物物質質のの

適適正正処処理理をを促促進進すするるととととももにに、、空空間間放放射射線線量量のの常常時時監監視視やや未未だだ発発生生メメカカニニズズムムがが解解明明さされれてていいなな

いい光光化化学学オオキキシシダダンントトやや微微小小粒粒子子状状物物質質（（PPMM22..55））にに係係るる調調査査研研究究ななどどのの取取組組をを推推進進ししまますす。。  

ⅦⅦ  生生物物多多様様性性のの保保全全  

豊豊かかなな生生物物多多様様性性のの恵恵みみをを将将来来のの世世代代にに引引きき継継いいででいいくくたためめ、、「「生生物物多多様様性性なならら戦戦略略」」にに基基づづ

きき、、県県民民、、ＮＮＰＰＯＯ、、事事業業者者、、教教育育・・研研究究機機関関等等とと協協働働ししてて良良好好なな自自然然環環境境をを保保全全ししまますす。。ままたた、、絶絶滅滅

ののおおそそれれののああるる希希少少なな野野生生動動植植物物のの生生息息・・生生育育環環境境のの保保全全・・再再生生にに取取りり組組むむととととももにに、、増増ええすすぎぎたた

野野生生動動物物のの適適正正なな密密度度管管理理やや外外来来種種にによよるる生生態態系系ののかかくく乱乱やや農農林林水水産産業業等等へへのの被被害害防防止止のの取取

組組をを推推進進ししまますす。。  

ⅧⅧ  人人づづくくりり・・地地域域づづくくりりのの推推進進  

景景観観・・環環境境づづくくりりをを進進めめてていいくくたためめににはは、、一一人人ひひととりりがが地地域域やや組組織織ににおおいいてて自自主主的的・・主主体体的的にに取取

りり組組みみ、、地地域域ココミミュュニニテティィ活活動動ととししててもも定定着着・・発発展展ささせせてていいくくここととがが求求めめらられれまますす。。そそののたためめ、、奈奈良良モモ

デデルルにによよるる取取組組ははももととよよりり、、関関係係機機関関・・団団体体、、地地域域住住民民等等とと連連携携・・協協働働ししななががらら、、イイベベンントト・・講講習習会会、、

ホホーームムペペーージジななどど様様々々なな機機会会をを通通ししたた環環境境教教育育・・学学習習をを進進めめるるななどど、、景景観観・・環環境境づづくくりりをを促促進進すするる

たためめのの啓啓発発等等のの取取組組をを推推進進ししまますす。。ままたた、、多多様様なな主主体体がが互互いいにに連連携携・・協協力力すするるパパーートトナナーーシシッッププのの

形形成成をを促促進進すするるここととにによよりり、、参参加加とと協協働働にによよるる取取組組をを推推進進ししまますす。。  
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  ４４．．施施策策体体系系（（８８本本柱柱））  

  

基基本本理理念念及及びび環環境境像像のの実実現現にに向向けけてて、、以以下下にに掲掲げげるる施施策策（（８８本本柱柱））にによよりり総総合合的的かかつつ計計画画的的にに

推推進進ししまますす。。  

ⅠⅠ  森森林林環環境境のの維維持持向向上上  

森森林林のの有有すするる木木材材生生産産やや県県土土のの保保全全、、自自然然環環境境のの保保全全ななどどのの多多面面的的機機能能をを将将来来ににわわたたっってて持持

続続的的にに発発揮揮しし続続けけるる社社会会のの実実現現にに向向けけてて、、森森林林とと人人ととがが良良好好なな関関係係をを築築ききななががらら、、森森林林がが県県民民のの

貴貴重重なな財財産産ととししてて引引きき継継ががれれてていいくくここととをを目目指指ししまますす。。  

重重点点的的なな取取組組ととししてて、、奈奈良良県県フフォォレレススタターーをを推推進進力力にに、、森森林林のの４４機機能能（（防防災災、、森森林林資資源源生生産産、、生生

物物多多様様性性保保全全、、レレククリリエエーーシショョンン））をを高高度度にに発発揮揮ささせせるるたためめ、、本本県県独独自自のの新新たたなな森森林林環環境境管管理理制制度度

のの構構築築・・推推進進をを図図りりまますす。。  

ⅡⅡ  健健全全なな水水循循環環のの構構築築  

人人々々のの暮暮ららししやや多多様様なな動動植植物物のの生生命命のの源源ででああるる「「清清ららかかでで豊豊かかなな水水」」をを守守りり、、育育むむたためめ、、河河川川やや

湖湖沼沼等等のの水水質質のの改改善善・・維維持持、、ききれれいいなな水水辺辺空空間間づづくくりりななどどににつついいてて、、本本県県のの源源流流・・上上流流域域かからら中中・・

下下流流域域ままでで、、「「健健全全なな水水循循環環」」のの視視点点でで一一体体的的にに取取りり組組みみまますす。。  

重重点点的的なな取取組組ととししてて、、大大和和川川のの水水質質のの全全国国ワワーースストト上上位位ラランンキキンンググかかららのの脱脱却却をを図図りりまますす。。そそのの

たためめ、、大大和和川川のの水水質質をを、、““地地域域のの環環境境をを映映すす鏡鏡””ととししてて捉捉ええ、、多多様様なな主主体体にによよるる広広域域的的ななネネッットトワワーー

ククにによよりり、、水水質質のの改改善善にに一一層層重重点点的的にに取取りり組組むむととととももにに、、ききれれいいなな水水辺辺環環境境づづくくりりをを推推進進ししまますす。。  

ⅢⅢ  景景観観のの保保全全とと創創造造  

世世界界にに誇誇るる歴歴史史文文化化遺遺産産ととととももにに、、豊豊かかなな自自然然、、田田園園・・里里山山風風景景がが広広ががるる県県内内各各地地ににおおいいてて、、

四四季季折折々々にに彩彩らられれるる景景観観をを守守りりななががらら、、国国際際的的なな歴歴史史文文化化交交流流拠拠点点「「奈奈良良県県」」ににふふささわわししいい景景観観をを

創創りり育育てて、、未未来来ににつつななげげてていいききまますす。。  

重重点点的的なな取取組組ととししてて、、奈奈良良県県植植栽栽計計画画「「なならら四四季季彩彩のの庭庭づづくくりり」」にに基基づづきき、、県県内内各各地地のの特特徴徴ああるる

景景観観をを有有すするる一一定定のの地地域域をを「「小小庭庭（（エエリリアア））」」ととししてて、、県県全全体体がが調調和和ののととれれたた「「一一つつのの庭庭」」ととななるるよよううなな

景景観観づづくくりりをを促促進進すするるととととももにに、、奈奈良良ららししいい魅魅力力動動線線をを創創出出すするるたためめ都都市市・・沿沿道道景景観観のの形形成成をを目目指指

ししまますす。。  

ⅣⅣ  脱脱炭炭素素社社会会のの構構築築  

22001155年年ににパパリリ協協定定でで合合意意さされれたた「「世世界界全全体体のの平平均均気気温温をを工工業業化化以以前前よよりり 11..55度度のの上上昇昇にに抑抑ええるる」」

たためめににはは、、「「22005500年年ままででにに温温室室効効果果ガガススのの実実質質排排出出量量ををゼゼロロににすするるここととがが必必要要」」ととさされれてておおりり、、本本県県

ととししててももここれれにに向向けけてて、、再再生生可可能能エエネネルルギギーーののささららななるる利利活活用用をを図図るるととととももにに、、「「奈奈良良のの省省エエネネススタタイイ

ルル」」のの推推進進・・定定着着をを促促ししまますす。。ままたた、、森森林林面面積積がが県県土土面面積積のの約約８８割割をを占占めめるる本本県県のの特特性性をを活活かかしし、、

二二酸酸化化炭炭素素のの吸吸収収源源ととななるる森森林林のの適適切切なな整整備備・・保保全全にに取取りり組組むむここととにによよりり、、地地域域産産業業のの活活性性化化をを図図

りり、、持持続続可可能能なな地地域域づづくくりりをを促促進進ししまますす。。  

気気候候変変動動面面でではは、、本本県県ににおおいいててもも、、平平均均気気温温のの上上昇昇ややソソメメイイヨヨシシノノのの開開花花時時期期がが早早ままるるななどど、、身身

近近ななととこころろにに影影響響がが現現れれててききてておおりり、、今今後後、、自自然然災災害害やや人人々々のの健健康康ななどど、、将将来来世世代代ににわわたたるる影影響響

がが強強くく懸懸念念さされれてていいるるここととかからら、、各各分分野野のの気気候候変変動動のの影影響響にによよるる被被害害をを回回避避・・軽軽減減すするる対対策策をを検検

討討・・推推進進ししまますす。。  

第
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ⅤⅤ  循循環環型型社社会会のの構構築築 

「「ももののをを大大切切ににすするる」」意意識識ををささららにに醸醸成成ししななががらら、、廃廃棄棄物物対対策策のの取取組組をを通通ししてて、、天天然然資資源源のの消消費費

がが抑抑制制さされれ、、環環境境へへのの負負荷荷がが低低減減さされれるる循循環環型型社社会会のの構構築築をを目目指指ししまますす。。ままたた、、ごごみみをを減減ららすすこことと

はは、、地地域域のの生生活活環環境境だだけけででななくく、、景景観観やや地地球球温温暖暖化化対対策策、、生生物物多多様様性性のの保保全全ななどど様様々々なな環環境境課課

題題にに貢貢献献ででききるるももののでであありり、、「「ききれれいいにに暮暮ららすす奈奈良良県県ススタタイイルル」」構構築築ののベベーーススととななるるここととかからら、、県県民民一一

人人ひひととりりがが日日々々のの暮暮ららししのの中中でで、、資資源源ややエエネネルルギギーーをを大大切切ににすするる「「環環境境にに配配慮慮ししたたラライイフフススタタイイルル」」

のの促促進進をを図図りりまますす。。    

重重点点的的なな取取組組ととししてて、、県県とと市市町町村村がが連連携携ししてて推推進進ししててききたた奈奈良良モモデデルルにによよるる「「ごごみみ処処理理のの広広域域化化」」

ののほほかか、、食食品品ロロスス削削減減へへのの対対応応ややププララススチチッッククごごみみのの削削減減をを図図りりまますす。。  

ⅥⅥ  安安全全なな生生活活環環境境のの確確保保  

心心身身ととももにに健健康康でで、、快快適適・・安安全全・・安安心心なな暮暮ららししががででききるるよようう、、私私たたちちのの身身のの回回りりをを取取りり巻巻くく生生活活環環境境

（（大大気気、、土土壌壌、、騒騒音音、、土土地地改改変変ななどど））をを保保全全すするるたためめのの対対策策をを講講じじまますす。。ままたた、、有有害害なな化化学学物物質質のの

適適正正処処理理をを促促進進すするるととととももにに、、空空間間放放射射線線量量のの常常時時監監視視やや未未だだ発発生生メメカカニニズズムムがが解解明明さされれてていいなな

いい光光化化学学オオキキシシダダンントトやや微微小小粒粒子子状状物物質質（（PPMM22..55））にに係係るる調調査査研研究究ななどどのの取取組組をを推推進進ししまますす。。  

ⅦⅦ  生生物物多多様様性性のの保保全全  

豊豊かかなな生生物物多多様様性性のの恵恵みみをを将将来来のの世世代代にに引引きき継継いいででいいくくたためめ、、「「生生物物多多様様性性なならら戦戦略略」」にに基基づづ

きき、、県県民民、、ＮＮＰＰＯＯ、、事事業業者者、、教教育育・・研研究究機機関関等等とと協協働働ししてて良良好好なな自自然然環環境境をを保保全全ししまますす。。ままたた、、絶絶滅滅

ののおおそそれれののああるる希希少少なな野野生生動動植植物物のの生生息息・・生生育育環環境境のの保保全全・・再再生生にに取取りり組組むむととととももにに、、増増ええすすぎぎたた

野野生生動動物物のの適適正正なな密密度度管管理理やや外外来来種種にによよるる生生態態系系ののかかくく乱乱やや農農林林水水産産業業等等へへのの被被害害防防止止のの取取

組組をを推推進進ししまますす。。  

ⅧⅧ  人人づづくくりり・・地地域域づづくくりりのの推推進進  

景景観観・・環環境境づづくくりりをを進進めめてていいくくたためめににはは、、一一人人ひひととりりがが地地域域やや組組織織ににおおいいてて自自主主的的・・主主体体的的にに取取

りり組組みみ、、地地域域ココミミュュニニテティィ活活動動ととししててもも定定着着・・発発展展ささせせてていいくくここととがが求求めめらられれまますす。。そそののたためめ、、奈奈良良モモ

デデルルにによよるる取取組組ははももととよよりり、、関関係係機機関関・・団団体体、、地地域域住住民民等等とと連連携携・・協協働働ししななががらら、、イイベベンントト・・講講習習会会、、

ホホーームムペペーージジななどど様様々々なな機機会会をを通通ししたた環環境境教教育育・・学学習習をを進進めめるるななどど、、景景観観・・環環境境づづくくりりをを促促進進すするる

たためめのの啓啓発発等等のの取取組組をを推推進進ししまますす。。ままたた、、多多様様なな主主体体がが互互いいにに連連携携・・協協力力すするるパパーートトナナーーシシッッププのの

形形成成をを促促進進すするるここととにによよりり、、参参加加とと協協働働にによよるる取取組組をを推推進進ししまますす。。  
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  ４４．．施施策策体体系系（（８８本本柱柱））  

  

基基本本理理念念及及びび環環境境像像のの実実現現にに向向けけてて、、以以下下にに掲掲げげるる施施策策（（８８本本柱柱））にによよりり総総合合的的かかつつ計計画画的的にに

推推進進ししまますす。。  

ⅠⅠ  森森林林環環境境のの維維持持向向上上  

森森林林のの有有すするる木木材材生生産産やや県県土土のの保保全全、、自自然然環環境境のの保保全全ななどどのの多多面面的的機機能能をを将将来来ににわわたたっってて持持

続続的的にに発発揮揮しし続続けけるる社社会会のの実実現現にに向向けけてて、、森森林林とと人人ととがが良良好好なな関関係係をを築築ききななががらら、、森森林林がが県県民民のの

貴貴重重なな財財産産ととししてて引引きき継継ががれれてていいくくここととをを目目指指ししまますす。。  

重重点点的的なな取取組組ととししてて、、奈奈良良県県フフォォレレススタターーをを推推進進力力にに、、森森林林のの４４機機能能（（防防災災、、森森林林資資源源生生産産、、生生

物物多多様様性性保保全全、、レレククリリエエーーシショョンン））をを高高度度にに発発揮揮ささせせるるたためめ、、本本県県独独自自のの新新たたなな森森林林環環境境管管理理制制度度

のの構構築築・・推推進進をを図図りりまますす。。  

ⅡⅡ  健健全全なな水水循循環環のの構構築築  

人人々々のの暮暮ららししやや多多様様なな動動植植物物のの生生命命のの源源ででああるる「「清清ららかかでで豊豊かかなな水水」」をを守守りり、、育育むむたためめ、、河河川川やや

湖湖沼沼等等のの水水質質のの改改善善・・維維持持、、ききれれいいなな水水辺辺空空間間づづくくりりななどどににつついいてて、、本本県県のの源源流流・・上上流流域域かからら中中・・

下下流流域域ままでで、、「「健健全全なな水水循循環環」」のの視視点点でで一一体体的的にに取取りり組組みみまますす。。  

重重点点的的なな取取組組ととししてて、、大大和和川川のの水水質質のの全全国国ワワーースストト上上位位ラランンキキンンググかかららのの脱脱却却をを図図りりまますす。。そそのの

たためめ、、大大和和川川のの水水質質をを、、““地地域域のの環環境境をを映映すす鏡鏡””ととししてて捉捉ええ、、多多様様なな主主体体にによよるる広広域域的的ななネネッットトワワーー

ククにによよりり、、水水質質のの改改善善にに一一層層重重点点的的にに取取りり組組むむととととももにに、、ききれれいいなな水水辺辺環環境境づづくくりりをを推推進進ししまますす。。  

ⅢⅢ  景景観観のの保保全全とと創創造造  

世世界界にに誇誇るる歴歴史史文文化化遺遺産産ととととももにに、、豊豊かかなな自自然然、、田田園園・・里里山山風風景景がが広広ががるる県県内内各各地地ににおおいいてて、、

四四季季折折々々にに彩彩らられれるる景景観観をを守守りりななががらら、、国国際際的的なな歴歴史史文文化化交交流流拠拠点点「「奈奈良良県県」」ににふふささわわししいい景景観観をを

創創りり育育てて、、未未来来ににつつななげげてていいききまますす。。  

重重点点的的なな取取組組ととししてて、、奈奈良良県県植植栽栽計計画画「「なならら四四季季彩彩のの庭庭づづくくりり」」にに基基づづきき、、県県内内各各地地のの特特徴徴ああるる

景景観観をを有有すするる一一定定のの地地域域をを「「小小庭庭（（エエリリアア））」」ととししてて、、県県全全体体がが調調和和ののととれれたた「「一一つつのの庭庭」」ととななるるよよううなな

景景観観づづくくりりをを促促進進すするるととととももにに、、奈奈良良ららししいい魅魅力力動動線線をを創創出出すするるたためめ都都市市・・沿沿道道景景観観のの形形成成をを目目指指

ししまますす。。  

ⅣⅣ  脱脱炭炭素素社社会会のの構構築築  

22001155年年ににパパリリ協協定定でで合合意意さされれたた「「世世界界全全体体のの平平均均気気温温をを工工業業化化以以前前よよりり 11..55度度のの上上昇昇にに抑抑ええるる」」

たためめににはは、、「「22005500年年ままででにに温温室室効効果果ガガススのの実実質質排排出出量量ををゼゼロロににすするるここととがが必必要要」」ととさされれてておおりり、、本本県県

ととししててももここれれにに向向けけてて、、再再生生可可能能エエネネルルギギーーののささららななるる利利活活用用をを図図るるととととももにに、、「「奈奈良良のの省省エエネネススタタイイ

ルル」」のの推推進進・・定定着着をを促促ししまますす。。ままたた、、森森林林面面積積がが県県土土面面積積のの約約８８割割をを占占めめるる本本県県のの特特性性をを活活かかしし、、

二二酸酸化化炭炭素素のの吸吸収収源源ととななるる森森林林のの適適切切なな整整備備・・保保全全にに取取りり組組むむここととにによよりり、、地地域域産産業業のの活活性性化化をを図図

りり、、持持続続可可能能なな地地域域づづくくりりをを促促進進ししまますす。。  

気気候候変変動動面面でではは、、本本県県ににおおいいててもも、、平平均均気気温温のの上上昇昇ややソソメメイイヨヨシシノノのの開開花花時時期期がが早早ままるるななどど、、身身

近近ななととこころろにに影影響響がが現現れれててききてておおりり、、今今後後、、自自然然災災害害やや人人々々のの健健康康ななどど、、将将来来世世代代ににわわたたるる影影響響

がが強強くく懸懸念念さされれてていいるるここととかからら、、各各分分野野のの気気候候変変動動のの影影響響にによよるる被被害害をを回回避避・・軽軽減減すするる対対策策をを検検

討討・・推推進進ししまますす。。  
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